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(57)【要約】
【課題】　簡単な構造で光効率低下を最小化させる構造
のディスプレイパネルおよびディスプレイ装置を提供す
る。
【解決手段】　本発明の実施形態によるバックライトユ
ニットから光が提供されるディスプレイパネルは、上部
基板と；上部基板と相互向き合うように配置される下部
基板と；上部基板および下部基板の間に充填される液晶
層と；下部基板の一側板面上に形成され、バックライト
ユニットからの光を偏光フィルタリングする下部偏光層
と；上部基板の一側板面上に形成され、液晶層を通過し
た光を偏光フィルタリングする上部偏光層と；下部基板
および上部基板の中でいずれか一つの板面上に形成され
、既設定された複数カラーの光が出射されるように光を
フィルタリングするカラーフィルター層と；を含み、下
部偏光層、上部偏光層およびカラーフィルター層各々は
線形格子を含む。
【選択図】　　　図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　バックライトユニットから光が提供されるディスプレイパネルにおいて、
上部基板と；
　前記上部基板と相互向き合うように配置される下部基板と；
　前記上部基板および前記下部基板の間に充填される液晶層と；
　前記下部基板の一側板面上に形成され、前記バックライトユニットからの光を偏光フィ
ルタリングする下部偏光層と；
　前記上部基板の一側板面上に形成され、前記液晶層を通過した光を偏光フィルタリング
する上部偏光層と；
　前記下部基板および前記上部基板の中でいずれか一つの板面上に形成され、既設定され
た複数カラーの光が出射されるように光をフィルタリングするカラーフィルター層と；
を含み、
　前記下部偏光層、前記上部偏光層および前記カラーフィルター層各々は線形格子を含む
ことを特徴とするディスプレイパネル。
【請求項２】
　前記下部偏光層の前記線形格子は、前記バックライトユニットからの光の中で第１偏光
方向の光を透過させるようにフィルタリングし、
　前記上部偏光層の前記線形格子は、前記液晶層を通過した光の中で前記第１偏光方向に
対して垂直する第２偏光方向の光を透過させるようにフィルタリングすることを特徴とす
る請求項１に記載のディスプレイパネル。
【請求項３】
　前記下部偏光層の前記線形格子の延長方向は前記上部偏光層の前記線形格子の延長方向
に対して垂直し、
　前記カラーフィルター層の前記線形格子の延長方向は、前記カラーフィルター層が前記
下部基板上に形成された場合に前記下部偏光層の前記線形格子の延長方向と同一で、前記
カラーフィルター層が前記上部基板上に形成された場合に前記上部偏光層の前記線形格子
の延長方向と同一なことを特徴とする請求項1に記載のディスプレイパネル。
【請求項４】
　前記液晶層の各ピクセルは前記複数のカラーにそれぞれ対応する複数のサブピクセルを
含み、
　前記カラーフィルター層の前記線形格子のピッチ間隔は前記複数のサブピクセル別に各
カラーの波長に対応するように設定されたことを特徴とする請求項１に記載のディスプレ
イパネル。
【請求項５】
　前記複数のカラーはＲ（ｒｅｄ）、Ｇ（ｇｒｅｅｎ）、Ｂ（ｂｌｕｅ）カラーであるこ
とを特徴とする請求項４に記載のディスプレイパネル。
【請求項６】
　複数のピクセルをさらに含み、
　それぞれの前記ピクセルは前記ピクセルのカラーフィルターを形成する前記カラーフィ
ルター層のセクションを含み、
　相互隣接の行に位置する前記ピクセルたちの前記カラーフィルターたちは相互垂直する
線形パターンを有することを特徴とする請求項１に記載のディスプレイパネル。
【請求項７】
　前記複数のピクセルは、
　第１方向の線形パターンを有するカラーフィルターを含むピクセルの第１セットと、
　第１方向に対して垂直する第２方向の線形パターンを有するカラーフィルターを含むピ
クセルの第２セットとを含み、
　前記ピクセルの第１セットはユーザーの左眼よって見られる映像を形成するように設け
られ、前記ピクセルの第２セットはユーザーの右眼によって見られる映像を形成するよう
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に設けられることを特徴とする請求項６に記載のディスプレイパネル。
【請求項８】
　ディスプレイ装置において、
　映像信号を受信する信号受信部と；
　前記信号受信部に受信される前記映像信号を既設定された映像処理プロセスにしたがっ
て処理する信号処理部と；
　前記信号処理部によって処理される映像信号を映像で表示するディスプレイパネルと；
　前記ディスプレイパネル上に映像が表示されるように光を生成して前記ディスプレイパ
ネルに供給するバックライトユニットを含み、
　前記ディスプレイパネルは、
　上部基板と；
　前記上部基板と相互向き合うように配置される下部基板と；
　前記上部基板および前記下部基板の間に充填される液晶層と；
　前記下部基板の一側板面上に形成され、前記バックライトユニットからの光を偏光フィ
ルタリングする下部偏光層と；
　前記上部基板の一側板面上に形成され、前記液晶層を通過した光を偏光フィルタリング
する上部偏光層と；
　前記下部基板および前記上部基板の中でいずれか一つの板面上に形成され、既設定され
た複数カラーの光が出射されるように光をフィルタリングするカラーフィルター層と；
　を含み、
　前記下部偏光層、前記上部偏光層および前記カラーフィルター層各々は線形格子を含む
ことを特徴とするディスプレイ装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、板面上に映像を表示するディスプレイパネルおよびこれを有するディスプレ
イ装置に係り、さらに詳しくは、バックライトユニットから提供される光によって、映像
を表示する液晶方式のパネルにおいて、光を偏光フィルタリングして好むカラーの光に変
換する構造を改善したディスプレイパネルおよびこれを有するディスプレイ装置に関する
。
【背景技術】
【０００２】
　一般的に、ディスプレイ装置は映像を表示するディスプレイパネルを備えて放送信号ま
たは多様なフォーマットの映像信号／映像データを表示できる装置として、ＴＶまたはモ
ニターなどで具現される。このようなディスプレイパネルはその特性にしたがって液晶パ
ネル、プラズマパネルなどのように多様な構成形式で具現されて各種のディスプレイ装置
に適用されている。ここで、パネル自主的に光を生成できない液晶パネルがディスプレイ
パネルに適用される場合、ディスプレイ装置は光を生成してディスプレイパネルに供給す
るバックライトユニットを備える。
【０００３】
　液晶方式のディスプレイパネルはバックライトユニットからの照射光を偏光フィルタリ
ングする偏光フィルムと、照射光をＲＧＢカラーに各々変換させるカラーフィルター層を
有する。ところで、このような偏光フィルムおよびカラーフィルター層は照射光の反射率
／吸収率が高いのでパネル全体的に光効率が低く現れる。特に、カラーフィルター層はＲ
ＧＢの染料層を含むのに、各カラーの染料層は必要な波長領域の光だけを透過させてその
他の波長領域の光は反射または吸収するので、光効率を低下させる大きい原因になる。
【０００４】
　このような光効率低下を最小化させるために、従来のディスプレイパネルには高分子膜
を多層で交差させて製作する高輝度強化フィルム（Ｄｕａｌ　Ｂｒｉｇｈｔｎｅｓｓ　Ｅ
ｎｈａｎｃｅ　Ｆｉｌｍ；ＤＢＥＦ）を照射光が入射される面に積層させる。しかし、高
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輝度強化フィルムおよびカラーフィルター層は製造工程が複雑で、製造コストが高くて、
ディスプレイパネルおよび該当パネルを適用したディスプレイ装置全体のコストを上昇さ
せる要因になることができる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　従って、本発明の目的は、簡単な構造で光効率低下を最小化させる構造のディスプレイ
パネルおよびディスプレイ装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の実施形態によるバックライトユニットから光が提供されるディスプレイパネル
は、上部基板と；前記上部基板と相互向き合うように配置される下部基板と；前記上部基
板および前記下部基板の間に充填される液晶層と；前記下部基板の一側板面上に形成され
、前記バックライトユニットからの光を偏光フィルタリングする下部偏光層と；前記上部
基板の一側板面上に形成され、前記液晶層を通過した光を偏光フィルタリングする上部偏
光層と；前記下部基板および前記上部基板の中でいずれか一つの板面上に形成され、既設
定された複数カラーの光が出射されるように光をフィルタリングするカラーフィルター層
と；を含み、前記下部偏光層、前記上部偏光層および前記カラーフィルター層各々は線形
格子を含むことを特徴とする。
【０００７】
　ここで、前記下部偏光層の前記線形格子は、前記バックライトユニットからの光の中で
第１偏光方向の光を透過させるようにフィルタリングし、前記上部偏光層の前記線形格子
は、前記液晶層を通過した光の中で前記第１偏光方向に対して垂直する第２偏光方向の光
を透過させるようにフィルタリングすることができる。
【０００８】
　また、前記下部偏光層の前記線形格子の延長方向は前記上部偏光層の前記線形格子の延
長方向に対して垂直し、前記カラーフィルター層の前記線形格子の延長方向は、前記カラ
ーフィルター層が前記下部基板上に形成された場合に前記下部偏光層の前記線形格子の延
長方向と同一で、前記カラーフィルター層が前記上部基板上に形成された場合に前記上部
偏光層の前記線形格子の延長方向と同一することができる。
【０００９】
　また、前記液晶層の各ピクセルは前記複数のカラーにそれぞれ対応する複数のサブピク
セルを含み、前記カラーフィルター層の前記線形格子のピッチ間隔は前記複数のサブピク
セル別に各カラーの波長に対応するように設定されることができる。
【００１０】
　ここで、前記複数のカラーはＲ（ｒｅｄ）、Ｇ（ｇｒｅｅｎ）、Ｂ（ｂｌｕｅ）カラー
であることができる。
【００１１】
　また、本発明の実施形態によるディスプレイ装置は、映像信号を受信する信号受信部と
；前記信号受信部に受信される前記映像信号を既設定された映像処理プロセスにしたがっ
て処理する信号処理部と；前記信号処理部によって処理される映像信号を映像で表示する
ディスプレイパネルと；前記ディスプレイパネル上に映像が表示されるように光を生成し
て前記ディスプレイパネルに供給するバックライトユニットを含み、前記ディスプレイパ
ネルは、上部基板と；前記上部基板と相互向き合うように配置される下部基板と；前記上
部基板および前記下部基板の間に充填される液晶層と；前記下部基板の一側板面上に形成
され、前記バックライトユニットからの光を偏光フィルタリングする下部偏光層と；前記
上部基板の一側板面上に形成され、前記液晶層を通過した光を偏光フィルタリングする上
部偏光層と；前記下部基板および前記上部基板の中でいずれか一つの板面上に形成され、
既設定された複数カラーの光が出射されるように光をフィルタリングするカラーフィルタ
ー層と；を含み、前記下部偏光層、前記上部偏光層および前記カラーフィルター層各々は
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線形格子を含むことを特徴とする。
【００１２】
　ここで、前記下部偏光層の前記線形格子は、前記バックライトユニットからの光の中で
第１偏光方向の光を透過させるようにフィルタリングし、前記上部偏光層の前記線形格子
は、前記液晶層を通過した光の中で前記第１偏光方向に対して垂直する第２偏光方向の光
を透過させるようにフィルタリングすることができる。
【００１３】
　また、前記下部偏光層の前記線形格子の延長方向は前記上部偏光層の前記線形格子の延
長方向に対して垂直し、前記カラーフィルター層の前記線形格子の延長方向は、前記カラ
ーフィルター層が前記下部基板上に形成された場合に前記下部偏光層の前記線形格子の延
長方向と同一で、前記カラーフィルター層が前記上部基板上に形成された場合に前記上部
偏光層の前記線形格子の延長方向と同一することができる。
【００１４】
　また、前記液晶層の各ピクセルは前記複数のカラーにそれぞれ対応する複数のサブピク
セルを含み、前記カラーフィルター層の前記線形格子のピッチ間隔は前記複数のサブピク
セル別に各カラーの波長に対応するように設定されることができる。
【００１５】
　ここで、前記複数のカラーはＲ、Ｇ、Ｂカラーであることができる。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明によれば、簡単な構造で光効率低下を最小化させる構造のディスプレイパネルお
よびディスプレイ装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明の第１実施形態によるディスプレイ装置の分解斜視図である。
【図２】図１のディスプレイ装置でディスプレイパネルの各構成要素の積層形態を示す断
面図である。
【図３】図２のディスプレイパネルで下部偏光層の要部斜視図である。
【図４】図３の下部偏光層の層構成を示す側断面図である。
【図５】図２のディスプレイパネルで上部偏光層の層構成を示す側断面図である。
【図６】図２のディスプレイパネルで液晶層の各ピクセルに対するカラー別サブピクセル
を示す例示図である。
【図７】図６の各サブピクセルに対応するカラーフィルター層の線形格子を示す例示図で
ある。
【図８】図２のディスプレイパネルで下部偏光層、上部偏光層およびカラーフィルター層
の各線形格子の延長方向を比較する例示図である。
【図９】図２のディスプレイパネルでカラーフィルター層の積層構造の例示を示す側断面
図である。
【図１０】図２のディスプレイパネルでカラーフィルター層の積層構造の例示を示す側断
面図である。
【図１１】図２のディスプレイパネルでカラーフィルター層の積層構造の例示を示す側断
面図である。
【図１２】本発明の第２実施形態による下部偏光層および上部偏光層の偏光形態を示す例
示図である。
【図１３】本発明の第３実施形態による下部偏光層および上部偏光層の偏光形態を示す例
示図である。
【図１４】本発明の第４実施形態にしたがって線形格子を製造する過程を示す例示図であ
る。
【図１５】本発明の第４実施形態にしたがって線形格子を製造する過程を示す例示図であ
る。
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【図１６】本発明の第４実施形態にしたがって線形格子を製造する過程を示す例示図であ
る。
【図１７】本発明の第４実施形態にしたがって線形格子を製造する過程を示す例示図であ
る。
【図１８】本発明の第４実施形態にしたがって線形格子を製造する過程を示す例示図であ
る。
【図１９】本発明の第４実施形態にしたがって線形格子を製造する過程を示す例示図であ
る。
【図２０】本発明の第４実施形態にしたがって線形格子を製造する過程を示す例示図であ
る。
【図２１】本発明の第５実施形態によるディスプレイ装置の構成ブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下、添付図面を参照して本発明に対して詳しく説明する。以下の実施形態では、本発
明の思想と直接的に関連のある構成に対してだけ説明し、その他の構成に対しては説明を
省略する。しかし、本発明の思想が適用された装置またはシステムを具現することにおい
て、このように説明が省略された構成が不必要を意味することではないことを明らかにす
る。
【００１９】
　図１は本発明の第１実施形態によるディスプレイ装置１の分解斜視図である。図１に示
すように、本実施形態によるディスプレイ装置１は内部に受容空間を形成するカバー部１
０、２０と、カバー部１０、２０による受容空間に受容され映像が前方板面上に表示され
るディスプレイパネル３０と、ディスプレイパネル３０を駆動させるパネル駆動部４０と
、カバー部１０、２０による受容空間内でディスプレイパネル３０の後方板面と向き合う
ように配置されディスプレイパネル３０に光を供給するバックライトユニット５０と、を
含む。
【００２０】
　まず、図１に示す各方向に対して説明する。Ｘ、Ｙ、Ｚ方向は基本的に図１上でディス
プレイパネル３０の横、縦、高さ方向を各々示す。図面でディスプレイパネル３０はＸ－
Ｙ平面上に配置され、カバー部１０、２０、ディスプレイパネル３０およびバックライト
ユニット５０はＺ方向軸線に従って積層されるように配置される。Ｘ、Ｙ、Ｚ方向の反対
方向は各々－Ｘ、－Ｙ、－Ｚ方向で示され、Ｘ－Ｙ平面はＸ方向の軸およびＹ方向の軸に
よって形成される平面を意味する。
【００２１】
　カバー部１０、２０はディスプレイ装置１の外形を形成し、内部に受容されたディスプ
レイパネル３０およびバックライトユニット５０を支持する。図面上でディスプレイパネ
ル３０を基準としてＺ方向を前方／全面、－Ｚ方向を後方／後面といえば、カバー部１０
、２０はディスプレイパネル３０の前方を支持する前方カバー１０と、バックライトユニ
ット５０の後方を支持する後方カバー２０と、を含む。前方カバー１０はＸ－Ｙ平面と平
行する板面上に、ディスプレイパネル３０の映像表示領域を外部に露出させる開口部を有
する。
【００２２】
　ディスプレイパネル３０は本実施形態によると液晶パネルで具現される。液晶方式のデ
ィスプレイパネル３０は二つの基板（図示せず）の間に液晶層（図示せず）が充填され、
駆動信号の引加にしたがって液晶層（図示せず）の配列が調整されることによって板面上
に映像が表示される。ディスプレイパネル３０は独自に発光しなくて、映像表示領域に映
像を表示するためにはバックライトユニット５０から光が提供される。
【００２３】
　パネル駆動部４０は液晶層（図示せず）の駆動のための駆動信号をディスプレイパネル
３０に引加する。パネル駆動部４０はゲート駆動ＩＣ（ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　ｃｉｒｃ
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ｕｉｔ）４１、データチップフィルムパッケージ４３、印刷回路基板４５を含む。
【００２４】
　ゲート駆動ＩＣ４１はディスプレイパネル３０の基板（図示せず）上に集積形成され、
ディスプレイパネル３０の各ゲート（ｇａｔｅ）ライン（図示せず）に接続される。デー
タチップフィルムパッケージ４３はディスプレイパネル３０に形成された各データ（ｄａ
ｔａ）ライン（図示せず）に接続されることができる。ここでデータチップフィルムパッ
ケージ４３は半導体チップがベースフィルム上に形成された配線パターンとタブ（ＴＡＢ
、Ｔａｐｅ　Ａｕｔｏｍａｔｅｄ　Ｂｏｎｄｉｎｇ）技術によって接合されたタブテープ
（ＴＡＢ　ｔａｐｅ）を含むことができる。このようなチップフィルムパッケージとして
は、例えば、テープキャリアパッケージ（Ｔａｐｅ　Ｃａｒｒｉｅｒ　Ｐａｃｋａｇｅ）
、ＴＣＰまたはチップ　オン　フィルム（Ｃｈｉｐ　Ｏｎ　Ｆｉｌｍ）、ＣＯＦ等が使用
されることができる。一方、印刷回路基板４５はゲート駆動ＩＣ４１にゲート駆動信号を
入力し、データチップフィルムパッケージ４３にデータ駆動信号を入力する。
【００２５】
　パネル駆動部４０はこのような構成でディスプレイパネル３０の各ゲートライン（図示
せず）および各データライン（図示せず）に駆動信号を各々入力することによってピクセ
ル単位で液晶層（図示せず）を駆動させる。
【００２６】
　バックライトユニット５０はディスプレイパネル３０の後方板面に光を供給するように
ディスプレイパネル３０の後方、すなわちディスプレイパネル３０の－Ｚ方向に配置され
る。バックライトユニット５０はディスプレイパネル３０のエッジ領域に配置された光源
部５１と、ディスプレイパネル３０の後方板面を向き合うようにディスプレイパネル３０
に平行するように配置された導光板５３と、導光板５３の下板面と向き合うように導光板
５３の下側に配置された反射板５５と、ディスプレイパネル３０および導光板５３の間に
介在した一つ以上の光学シーツ５７と、を含む。
【００２７】
　本実施形態では光源部５１と導光板５３の側方に配置され、光源部５１の光照射方向お
よび導光板５３の光出射方向が相互直交するエッジ型バックライトユニット５０の構成に
対して表現している。しかし、バックライトユニット５０の具現方式は本実施形態に限ら
れず、多様に設計変更が可能なので、例えばバックライトユニット５０は光源部５１が導
光板５３の下方に配置され光源部５１の光照射方向および導光板５３の光出射方向が平行
する直下型構成で具現されることもできる。
【００２８】
　光源部５１は光を生成し、生成した光を導光板５３に入射されるように照射する。光源
部５１はディスプレイパネル３０の板面、すなわちＸ－Ｙ平面に対して起立するように設
置され、ディスプレイパネル３０または導光板５３の４方向角の中で一つ以上に従って配
置される。光源部５１はＸ方向に従って延長されたモジュール基板（図示せず）上にＬＥ
Ｄ（ｌｉｇｈｔ－ｅｍｉｔｔｉｎｇ　ｄｉｏｄｅ）等で具現された発光素子（図示せず）
が順次的に配置されることによって具現される
　導光板５３はアクリル射出物などで具現されたプラスチック レンズとして、光源部５
１から入射される光をディスプレイパネル３０の全体映像表示領域に対して均一に案内す
る。導光板５３は－Ｚ方向の板面の下板面が反射板５５と向き合って、上板面および下板
面の間に形成された導光板５３の４方向の四つの側壁の中でＹ方向および－Ｙ方向の側壁
が光源部５１と向き合う。光源部５１からの照射光はこのような導光板５３のＹ方向およ
び－Ｙ方向の側壁に入射される。
【００２９】
　導光板５３は下板面上に形成され、導光板５３内を伝播する光を乱反射させたりまたは
光の進行方向を変換させる多様な光学パターンを有するところ、これによって導光板５３
から出射される光の分布を均一にすることができる。
【００３０】
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　反射板５５は導光板５３の下側で、導光板５３の内側から外側に出る光を再び導光板５
３内に入射するように反射させる。反射板５５は導光板５３の下板面に形成された光学パ
ターンによって反射されない光を再び導光板５３内に反射させる。このために、反射板５
５のＺ方向板面は全反射特性を有する。
【００３１】
　光学シーツ５７は一つ以上が導光板５３上部に積層されることによって導光板５３から
出射される光の光特性を調整する。光学シーツ５７は拡散シーツ、プリズムシーツ、保護
シーツなどを含め、調節しようとする光特性の最終結果を考慮して二つ以上の種類のシー
ツが組合わせて積層されることができる。
【００３２】
　以下、本実施形態によるディスプレイパネル１００の具体的な構成に対して図２を参照
して説明する。図２はディスプレイパネル１００の各構成要素の積層形態を示す断面図で
ある。本図面のディスプレイパネル１００は前述した図１のディスプレイパネル３０と実
質的に同じ構成として、図１のディスプレイ装置１に適用することができる。
【００３３】
　図２に示すように、バックライトユニット５０（図１参照）からＺ方向に伝えられる照
射光はディスプレイパネル１００に入射され、ディスプレイパネル１００を構成する多様
な構成要素を通じてＺ方向に出射される。
【００３４】
　以下説明で上部および下部の表現は、光の進行方向のＺ方向に従って、相対的な配置ま
たは積層関係を示すためであることを明らかにする。例えば、上部基板１１０を基準とす
る時、上部基板１１０の上側方向は上部基板１１０から照射光が出射されるＺ方向を、上
部基板１１０の下側方向は上部基板１１０に照射光が入射される－Ｚ方向を意味する。
【００３５】
　ディスプレイパネル１００は上部基板１１０と、上部基板１１０に向き合うように配置
された下部基板１２０と、上部基板１１０および下部基板１２０の間に充填される液晶層
１３０と、液晶層１３０および下部基板１２０の間に介在した下部偏光層１４０と、液晶
層１３０および上部基板１１０の間に介在した上部偏光層１５０と、上部基板１１０の光
出射面上に形成されたカラーフィルター層１６０と、カラーフィルター層１６０上に積層
された光反射抑制層１７０と、を含む。
【００３６】
　ここで、本実施形態によれば、下部偏光層１４０、上部偏光層１５０およびカラーフィ
ルター層１６０は既設定された間隔のピッチ（ｐｉｔｃｈ）で配列された線形格子を含む
。これに対する詳しい説明は後述する。
【００３７】
　以下、ディスプレイパネル１００の各構成要素に対して具体的に説明する。
【００３８】
　上部基板１１０および下部基板１２０は光の進行方向に従って所定の間隔を置いて相互
向き合うように配置された透明基板である。材質上の側面で、上部基板１１０および下部
基板１２０はグラス（ｇｌａｓｓ）材質またはプラスチック材質の基板で具現される。例
えば、プラスチック基板が適用される場合に、上部基板１１０および下部基板１２０はｐ
ｏｌｙｃａｒｂｏｎａｔｅ、ＰＩ（ｐｏｌｙｍｉｄｅ）、ＰＥＳ（ｐｏｌｙｅｔｈｅｒｓ
ｕｌｐｈｏｎｅ）、ＰＡＲ（ｐｏｌｙａｃｒｙｌａｔｅ）、ＰＥＮ（ｐｏｌｙｅｔｈｙｌ
ｅｎｅｎａｐｈｔｈｅｌａｔｅ）、ＰＥＴ（ｐｏｌｙｅｔｈｙｌｅｎｅｔｅｒｅｐｈｅｈ
Ａｌａｔｅ）等の材質が適用されることができる。
【００３９】
　上部基板１１０および下部基板１２０は液晶層１３０の駆動方式にしたがって異なる特
性が要求される。例えば、液晶層１３０の駆動方式が受動行列（ｐａｓｓｉｖｅ　ｍａｔ
ｒｉｘ）方式ならばｓｏｄａ　ｌｉｍｅ　ｇｌａｓｓが使用され、能動行列（ａｃｔｉｖ
ｅ　ｍａｔｒｉｘ）である場合にはａｌｋａｌｉ　ｆｒｅｅ　ｇｌａｓｓとｂｏｒｏｓｉ
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ｌｉｃａｔｅ　ｇｌａｓｓが使用されることができる。
【００４０】
　液晶層１３０は上部基板１１０および下部基板１２０の間に位置し、引加される駆動信
号にしたがって液晶の配列が変化することによって光透過を調整する。普通の液体は分子
の方向と配列に規則性がないが液晶はある程度の規則性を有する液体相（ｌｉｑｕｉｄ　
ｐｈａｓｅ）と似ている。例えば、加熱して溶かせば複屈折などの異方性を示す液体相に
なる固体がある。液晶は複屈折や色の変化のような光学的特徴を有する。規則性は結晶（
ｃｒｙｓｔＡｌ）の性質で、物質の相は液体（ｌｉｑｕｉｄ）と似ているのでこの二種類
の性質を有する物質という意で液晶（ｌｉｑｕｉｄ　ｃｒｙｓｔＡｌ）と言う。このよう
な液晶に電圧が引加されれば分子の配列が変化し、したがって光学的性質が変わる。
【００４１】
　液晶層１３０の液晶は分子配列によりネマティク（ｎｅｍａｔｉｃ）、コレステリック
（ｃｈｏｌｅｓｔｅｒｉｃ）、スメクチック（ｓｍｅｃｔｉｃ）、強誘電性液晶に分類さ
れることができる。
【００４２】
　下部偏光層１４０は下部基板１２０の光出射面上に形成される。下部偏光層１４０は照
射光の中で既設定された第１偏光方向の成分だけを透過させ、第１偏光方向でない成分は
反射させる。
【００４３】
　上部偏光層１５０は上部基板１１０の光入射面上に形成される。上部偏光層１５０は下
部基板１２０、下部偏光層１４０および液晶層１３０を通過した照射光の中で既設定され
た第２偏光方向の成分だけを透過させ、第２偏光方向でない成分は反射させる。
【００４４】
　ここで、第２偏光方向は第１偏光方向と相違し、さらに詳しくは、第１偏光方向に垂直
する。これは照射光が液晶層１３０を通過するのに伴って、照射光の偏光方向が液晶層１
３０により９０度回転するためである。万一、上部偏光層１５０が下部偏光層１４０と同
一に第１偏光方向の光成分を透過させれば、下部偏光層１４０を通過した第１偏光方向の
照射光は液晶層１３０を通過するのに伴って第２偏光方向になるので上部偏光層１５０を
通過できないだろう。したがって、上部偏光層１５０が透過させる光の偏光方向は下部偏
光層１４０が透過させる光の偏光方向に対して垂直する。
【００４５】
　上部偏光層１５０および下部偏光層１４０は上部基板１１０および下部基板１２０の板
面上で所定方向で延長されたバー（ｂａｒ）形状の線形格子（図示せず）をそれぞれ含む
。このような線形格子（図示せず）の延長方向は各偏光方向に対応するように設けられる
。上部偏光層１５０および下部偏光層１４０の詳しい構成に対しては後述する。
【００４６】
　カラーフィルター層１６０は下部基板１２０および上部基板１１０の板面の中で、下部
偏光層１４０および上部偏光層１５０が形成されなかった板面上に形成される。本実施形
態の場合、カラーフィルター層１６０は上部基板１１０の光出射面上に形成される。
【００４７】
　カラーフィルター層１６０はディスプレイパネル１００に入射される照射光を既設定さ
れたカラーを例えばＲＧＢカラーに変換させ、該当カラーに変換された照射光を出射する
。液晶層１３０のピクセル（ｐｉｘｅｌ）はＲＧＢカラー各々に対応するサブピクセル（
ｓｕｂ－ｐｉｘｅｌ）を含み、カラーフィルター層１６０は各カラー別サブピクセルに対
してカラー別フィルタリングを行う。これによって、各サブピクセルを通過する照射光は
カラーフィルター層１６０によりＲＧＢカラーの光に変換される。
【００４８】
　カラーフィルター層１６０は従来の染料によるカラーフィルターリング方式でない、上
部偏光層１５０および下部偏光層１４０と類似な線形格子（図示せず）の構造を有する。
ただし、カラーフィルター層１６０の線形格子（図示せず）はカラーフィルターリングを
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行うために、上部偏光層１５０および下部偏光層１４０と異なるようにさらに特徴的な構
造を有するところ、これに関する詳しい説明は後述する。
【００４９】
　光反射抑制層１７０はディスプレイパネル１００の最上層に積層される。光反射抑制層
１７０は外部環境による表面反射光を乱反射、吸収または消滅させることによって、外部
光による表面反射を減少させる。光反射抑制層１７０はアンチグレア（ａｎｔｉ－ｇｌａ
ｒｅ）フィルムまたはアンチリフレクション（ａｎｔｉ－ｒｅｆｌｅｃｔｉｏｎ）フィル
ムで具現される。または、光反射抑制層１７０は数十乃至数百ｎｍの単位を有するナノス
ケールの構造体のエムボシン（ｅｍｂｏｓｓｉｎｇ）形状のパターンがカラーフィルター
層１６０上に形成されることによって具現されることもできる。
【００５０】
　以下、下部偏光層１４０の構造に対して図３を参照して説明する。図３は下部偏光層１
４０の要部斜視図である。図３に示すように、下部偏光層１４０は特定方向に延長された
バー（ｂａｒ）形状の線形格子１４１が下部基板１２０上に配列されることによって具現
される。線形格子１４１は既設定された高さ（Ｈ）、幅（Ｗ）およびピッチ（Ｐ）を有し
て周期的に配列される。
【００５１】
　線形格子１４１のピッチ（Ｐ）を光の波長の１／２で調節すれば回折波が形成されず、
透過光および反射光だけが存在する。隣接する二つの線形格子１４１の間にはスリット（
ｓｌｉｔ）が形成され、入射光がこのスリット（ｓｌｉｔ）を通過しながら線形格子１４
１の延長方向に垂直する第１偏光方向の第１偏光成分は下部偏光層１４０を通過する。反
面、線形格子１４１の延長方向に平行する第２偏光方向の第２偏光成分は再び反射する。
すなわち、このような線形格子１４１構造によって、下部偏光層１４０を通過する光は第
１偏光方向に偏光フィルタリングされる。
【００５２】
　下部偏光層１４０を通過しなくて反射される光は、光源部５１（図１参照）で生成され
る光と共に反射板５５（図１参照）によってディスプレイパネル１００に再反射される。
すなわち、下部偏光層１４０により通過しなくてフィルタリングされる光が再活用される
こともできるので、従来のＤＢＥＦフィルムを使用しなくてもディスプレイパネル１００
が通過させる光の全体的な光効率を向上させることができる。
【００５３】
　下部偏光層１４０は下部基板１２０上に金属層を蒸着しナノインプリントリソグラフィ
ー（ｎａｎｏ　ｉｍｐｒｉｎｔ　ｌｉｔｈｏｇｒａｐｈｙ、ＮＩＬ）のような工程で線形
格子１４１をパターニング（ｐａｔｔｅｒｎｉｎｇ）することによって形成され、これに
よって、入射光の偏光が格子に平行する場合には反射される反面、格子に垂直する場合に
は透過される。
【００５４】
　下部偏光層１４０の偏光フィルタリング特性を向上させるためには、線形格子１４１の
幅（Ｗ）と高さ（Ｈ）の比であるアスペクト比（ａｓｐｅｃｔ　ｒａｔｉｏ）が１：３以
上であることが好ましい。具体的な数値を例えば、ピッチ（Ｐ）が１００乃至１５０ｎｍ
、幅（Ｗ）が５０乃至７５ｎｍ、高さ（Ｈ）が１５０ｎｍである場合に良好な偏光フィル
タリング特性を期待することができる。
【００５５】
　一方、下部偏光層１４０の線形格子１４１はＸ－Ｙ平面に従って延長される。線形格子
１４１の延長方向がＹ方向に平行する場合、後述する上部偏光層１５０の線形格子１５１
（図５参照）の延長方向はＹ方向に垂直するＸ方向に平行する。このように、下部偏光層
１４０の線形格子１４１は上部偏光層１５０の線形格子１５１（図５参照）に対して垂直
する延長方向を有し、これによって第１偏光方向は第２偏光方向に対して垂直する。
【００５６】
　図４は下部偏光層１４０の層構成を示す側断面図である。図４に示すように、下部偏光
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層１４０の線形格子１４１は下部基板１２０上の金属層１４１ａと、光の進行方向に従っ
て金属層１４１ａの上部に形成された誘電体層１４１ｂを含む。
【００５７】
　下部偏光層１４０は上で説明した線形格子１４１構造だけによっても光の偏光フィルタ
リングを行うことができる。しかし、光の偏光フィルタリング効率を向上させるために、
下部偏光層１４０は反射率の良いＡｌ、Ｃｕ、Ａｇなどの材質を含む金属層１４１ａを有
する。この金属層１４１ａはＭｏＷのように強性を高めた合金材質や、伝導性ポリマー（
ｐｏｌｙｍｅｒ）を含むこともできる。
【００５８】
　金属層１４１ａにより偏光フィルタリング特性が向上する原理は、金属がナノ スケー
ル単位である時に自由電子の振動によって金属表面で発生するプラズモン共鳴（ｐｌａｓ
ｍｏｎ　ｒｅｓｏｎａｎｃｅ）特性によることであり、これに関する詳しい説明は省略す
る。
【００５９】
　誘電体層１４１ｂは金属層１４１ａを保護し、金属層１４１ａと共にプラズモン共鳴現
象による表面プラズモン波（ｓｕｒｆａｃｅ　ｐｌａｓｍｏｎ　ｗａｖｅ）の生成に寄与
して偏光フィルタリング特性を向上させる。誘電体層１４１ｂは酸化珪素の材質を含む。
【００６０】
　上部偏光層１５０は下部偏光層１４０と同じ原理が適用される。上部偏光層１５０は上
部基板１１０の光入射面上に下部偏光層１４０と類似の形態で線形格子が形成されるとこ
ろ、下部偏光層１４０のような原理にしたがって特定偏光方向の光だけを透過させる。
【００６１】
　図５は上部偏光層１５０の層構成を示す側断面図である。図５に示すように、上部偏光
層１５０は下部偏光層１４０に向き合うように上部基板１１０の光入射面上に形成された
線形格子１５１を含む。線形格子１５１の延長方向は下部偏光層１４０の線形格子１４１
の延長方向に対して垂直するので、上部偏光層１５０が透過させる偏光方向は下部偏光層
１４０が透過させる偏光方向に対して垂直する。
【００６２】
　上部偏光層１５０は上部基板１１０の下側面上に形成された金属層１５１ａと、金属層
１５１ａの下側に形成された誘電体層１５１ｂを含む。上部偏光層１５０が特定偏光方向
の光を透過させる原理は下部偏光層１４０の場合と同一なので、詳しい説明を省略する。
【００６３】
　以下、カラーフィルター層１６０の具体的な構成に対して説明する。
【００６４】
　図６は液晶層１３０（図２参照）の各ピクセル２１０に対するカラー別サブピクセル２
１１、２１３、２１５を示す例示図である。図６に示すように、一つのピクセル２１０は
ＲＧＢの三つのカラーに各々対応する三つのサブピクセル２１１、２１３、２１５を含む
。すなわち、ピクセル２１０はレッド（ｒｅｄ）カラーの光出射領域に対応するレッド 
サブピクセル２１１と、グリーン（ｇｒｅｅｎ）カラーの光出射領域に対応するグリーン
サブピクセル２１３と、ブルー（ｂｌｕｅ）カラーの光出射領域に対応するブルーサブピ
クセル２１５と、を含む。
【００６５】
　カラーフィルター層１６０は基本的に下部偏光層１４０および上部偏光層１５０と類似
の線形格子の構造を有する。ただし、下部偏光層１４０および上部偏光層１５０それぞれ
の線形格子のピッチが同一なことに比べて、カラーフィルター層１６０の線形格子はこの
ような各サブピクセル２１１、２１３、２１５に対応して異なるピッチを有するように形
成される。
【００６６】
　図７は図６の各サブピクセル２１１、２１３、２１５に対応するカラーフィルター層１
６０の線形格子１６１Ｒ、１６１Ｇ、１６１Ｂを示す例示図である。図７に示すように、
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カラーフィルター層１６０はレッド サブピクセル２１１の対応領域に形成されたレッド
線形格子１６１Ｒと、グリーンサブピクセル２１３の対応領域に形成されたグリーン線形
格子１６１Ｇと、ブルーサブピクセル２１５の対応領域に形成されたブルー線形格子１６
１Ｂと、を含む。
【００６７】
　各カラー別線形格子１６１Ｒ、１６１Ｇ、１６１ＢのピッチＰ１、Ｐ２、Ｐ３は該当カ
ラーに対応する間隔を有するように設定される。例えば、レッド線形格子１６１Ｒのピッ
チＰ１は赤色光波長の１／２より小さく、グリーン線形格子１６１ＧのピッチＰ２は緑色
光波長の１／２より小さく、ブルー線形格子１６１ＢのピッチＰ３は青色光波長の１／２
より小さいように配列される。このように、サブピクセル２１１、２１３、２１５別に線
形格子１６１Ｒ、１６１Ｇ、１６１Ｂのピッチを異なるように設定することによって、入
射光の波長を調節してサブピクセル２１１、２１３、２１５ごとに異なるカラーの光を出
射させることができる。
【００６８】
　レッド線形格子１６１ＲのピッチＰ１は赤色光波長の１／２より小さい約３３０～３９
０ｎｍであり、入射光はレッド線形格子１６１Ｒを通過しながら所定の第１偏光成分を有
する赤色光で分光される。グリーン線形格子１６１ＧのピッチＰ２は約２５０～２９０ｎ
ｍであり、ブルー線形格子１６１ＢのピッチＰ３は約２２０～２４０ｎｍと設定される。
すなわち、線形格子１６１Ｒ、１６１Ｇ、１６１ＢのピッチＰ１、Ｐ２、Ｐ３はＲ、Ｇ、
Ｂ順で小さくなる。ただし、このような数値関係は一つの例示であるだけ、特定の数値が
本発明の思想を限定することではないことを明らかにする。
【００６９】
　ここで、カラーフィルター層１６０の線形格子の延長方向はカラーフィルター層１６０
が下部基板１２０および上部基板１１０の中でいずれの板面に形成されるのにしたがって
決定される。
【００７０】
　図８は下部偏光層１４０、上部偏光層１５０およびカラーフィルター層１６０の各線形
格子の延長方向を比較する例示図である。図８に示すように、バックライトユニット５０
（図１参照）からの照射光がＺ方向に進行されるといえば、下部偏光層１４０、上部偏光
層１５０およびカラーフィルター層１６０の各線形格子はＸ－Ｙ平面に平行するように延
長される。
【００７１】
　下部基板１２０の一板面上に下部偏光層１４０が形成され上部基板１１０の一板面上に
上部偏光層１５０が形成される状態で、カラーフィルター層１６０は下部偏光層１４０お
よび上部偏光層１５０が形成されない下部基板１２０および上部基板１１０のいずれか一
つの板面上に形成される。
【００７２】
　例えば、上部偏光層１５０が上部基板１１０の光出射面上に形成されカラーフィルター
層１６０の上部基板１１０の光入射面上に形成される構成、下部偏光層１４０が下部基板
１２０の光入射面上に形成されカラーフィルター層１６０が下部基板１２０の光出射面上
に形成される構成、下部偏光層１４０が下部基板１２０の光出射面上に形成されカラーフ
ィルター層１６０が下部基板１２０の光入射面上に形成される構成などが可能である。
【００７３】
　本実施形態によると、上部偏光層１５０が上部基板１１０の光入射面上に形成され、カ
ラーフィルター層１６０は上部基板１１０の光出射面上に形成される。
【００７４】
　これによって、カラーフィルター層１６０の線形格子の延長方向は、カラーフィルター
層１６０が下部基板１２０に形成される場合には下部偏光層１４０と同一で、カラーフィ
ルター層１６０が上部基板１１０に形成される場合には上部偏光層１５０と同一である。
【００７５】
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　本図面に示すように、下部偏光層１４０の線形格子の延長方向Ｅ１はＹ方向に平行する
。この場合、上部偏光層１５０の線形格子の延長方向Ｅ２はＹ方向に垂直するＸ方向に平
行する。また、カラーフィルター層１６０が上部基板１１０上に形成されるので、カラー
フィルター層１６０の線形格子の延長方向Ｅ３は、上部偏光層１５０の場合と同一にＸ方
向に平行する。
【００７６】
　このように設定される理由は、カラーフィルター層１６０が下部偏光層１４０および上
部偏光層１５０と類似の線形格子構造を有するので、カラーフィルター層１６０により光
の偏光フィルタリングが発生することができるのである。万一、上部基板１１０上に形成
されたカラーフィルター層１６０の線形格子の延長方向Ｅ３が上部偏光層１５０と同一で
ないならば、ディスプレイパネル１００に出射される光の偏光フィルタリング効率を低下
させることもできる。
【００７７】
　したがって、カラーフィルター層１６０の線形格子の延長方向Ｅ３は、カラーフィルタ
ー層１６０が下部基板１２０上に形成された場合に下部偏光層１４０の線形格子の延長方
向Ｅ１と同一で、カラーフィルター層１６０が上部基板１１０上に形成された場合に上部
偏光層１５０の線形格子の延長方向Ｅ２と同一である。
【００７８】
　図９乃至図１１はカラーフィルター層１６０の積層構造の例示を示す側断面図である。
【００７９】
　図９に示すように、カラーフィルター層１６０は上部基板１１０の光出射面上に起立形
成された線形格子１６１を含む。線形格子１６１は上部基板１１０上に第１金属層１６１
ａ、絶縁層１６１ｂ、第２金属層１６１ｃが順次的に積層される。
【００８０】
　第１金属層１６１ａおよび第２金属層１６１ｃは下部偏光層１４０および上部偏光層１
５０の場合と類似に、Ａｌ、Ａｇなどの金属を約１００ｎｍ以下の厚さで形成する。図面
に図示されることはなかったが、第１金属層１６１ａおよび上部基板１１０の間にＭｇＦ
２のような誘電体コーティングが形成されることもできる。絶縁層１６１ＢはＺｎＳｅ、
ＴｉＱ２のような誘電体を１５０ｎｍ以下厚さで形成する。
【００８１】
　または、図１０に示すように、カラーフィルター層１６０は上部基板１１０上に絶縁層
１６１ｄ、金属層１６１ｅが順次的に積層されることもできる。金属層１６１ｅはＡｌ、
Ａｇなどの金属を１００ｎｍ以下厚さで形成し、絶縁層１６１ｄはＳｉＮｘのような物質
を１００ｎｍ以下で形成する。
【００８２】
　または、図１１に示すように、カラーフィルター層１６０は上部基板１１０上に絶縁層
１６１ｆを全体的にコーティングし、その上に金属層１６１Ｇによる格子を形成すること
もできる。このように、カラーフィルター層１６０は多様な形態で具現されることができ
る。
【００８３】
　一方、前記実施形態では下部偏光層１４０または上部偏光層１５０が透過させる光の偏
光成分が、下部偏光層１４０または上部偏光層１５０の板面全体的に同一に設定された場
合に対して説明した。しかし、下部偏光層１４０または上部偏光層１５０は全体板面上で
各領域別に異なる偏光成分を透過させるように設けられることもできる。
【００８４】
　図１２は下部偏光層３１０および上部偏光層３２０の偏光形態を示す例示図である。図
１２に示すように、下部偏光層３１０および上部偏光層３２０は相互向き合うように配置
される。下部偏光層３１０および上部偏光層３２０上の直線は線形格子の延長方向を示し
ていることとして、この直線の方向にしたがって透過させる光の偏光成分が結晶される。
例えば、横線が光の第１偏光成分を透過させれば、縦線は第１偏光成分に垂直する第２偏
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光成分を透過させる。
【００８５】
　下部偏光層３１０は複数の行で区画されるところ、第１偏光成分を透過させる第１下部
偏光領域３１１と、第２偏光成分を透過させる第２下部偏光領域３１２と、を含む。下部
偏光層３１０の全体領域で、第１下部偏光領域３１１は奇数番目の行に、第２下部偏光領
域３１２は偶数番目の行に交代で形成される。
【００８６】
　上部偏光層３２０また下部偏光層３１０と類似に複数の行で区切られ、第１偏光成分を
透過させる第１上部偏光領域３２１と、第２偏光成分を透過させる第２上部偏光領域３２
２と、を含む。ここで、上部偏光層３２０の全体領域で、第１上部偏光領域３２１は偶数
番目の行に、第２上部偏光領域３２２は奇数番目の行に交代で形成される。
【００８７】
　すなわち、第１下部偏光領域３１１は第２上部偏光領域３２２に対応するように、第２
下部偏光領域３１２は第１上部偏光領域３２１に対応するようにそれぞれ配置される。
【００８８】
　３次元映像を表示することにおいて、例えば奇数番目の行に対応する領域に左眼映像が
、偶数番目の行に対応する領域に右眼映像がそれぞれ引加されることができる。万一偏光
メガネがユーザーの左眼に対して第２偏光成分を透過させ、ユーザーの右眼に対して第１
偏光成分を透過させるように設けられた場合、偏光メガネを着用したユーザーは左眼で左
眼映像を認知する一方、右眼で右眼映像を認知する。このような構造によって左眼映像お
よび右眼映像が同時に表示されるとしても、ユーザーは３次元映像を認知することができ
る。
【００８９】
　図１３は図１２と異なる構造の下部偏光層３３０および上部偏光層３４０の偏光形態を
示す例示図である。図１３に示すように、下部偏光層３３０および上部偏光層３４０は相
互向き合うように配置される。下部偏光層３３０および上部偏光層３４０上の直線は線形
格子の延長方向を示していることとして、これら直線の方向にしたがって透過させる光の
偏光成分が結晶される。例えば、横線が光の第１偏光成分を透過させれば、縦線は第１偏
光成分に垂直する第２偏光成分を透過させる。
【００９０】
　下部偏光層３３０はチェスボードのように、複数のセル領域３３１、３３２がマトリッ
クス形状で配列されるように区画される。各セル領域３３１、３３２は第１偏光成分を透
過させる第１下部偏光領域３３１および第２偏光成分を透過させる第２下部偏光領域３３
２を含み、第１下部偏光領域３３１および第２下部偏光領域３３２は相互交代で形成され
る。
【００９１】
　上部偏光層３４０も下部偏光層３３０と類似の構造を有するところ、第１偏光成分を透
過させる第１上部偏光領域３４１と、第２偏光成分を透過させる第２上部偏光領域３４２
は相互交代で形成される。
【００９２】
　ここで、第１下部偏光領域３３１は第２上部偏光領域３４２に対応するように、第２下
部偏光領域３３２は第１上部偏光領域３４１に対応するようにそれぞれ配置される。
【００９３】
　３次元映像を表示する時には、隣接するセル領域ごとに表示される映像が異なるように
、すなわち左眼映像および右眼映像がチェスボードの黒色領域および白色領域が交代で現
れるように表示される。これによって、偏光メガネを着用したユーザーが３次元映像を認
知することができる。
【００９４】
　この場合、実質的にディスプレイパネル１００の解像度より低い解像度の映像が表示さ
れるが、格子形状で左眼映像および右眼映像が反復されるのでユーザーが認知する解像度
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の減少程度は図１２である場合より相対的に少ない。
【００９５】
　このような構造が適用されたディスプレイパネル１００は３次元映像を表示するディス
プレイ装置、特にユーザーがパッシブ（ｐａｓｓｉｖｅ）方式の偏光メガネを通じて３次
元映像を認めるように設けられたディスプレイ装置である場合に効果的である。
【００９６】
　一方、以上の実施形態のような形態の線形格子を製造するために、次のような製造過程
が適用されることができる。
【００９７】
　図１４乃至図２０は線形格子を製造する過程を示す例示図である。
【００９８】
　図１４に示すように、製造者はクリスタルのような材質の平坦なグラスまたはプレート
４１０上に紫外線硬化性レジン４２０を所定の厚さで塗布する。外周面上に線形格子形状
４３１がパターニングされる金属円筒４３０を塗布されたレジン（ｒｅｓｉｎ）４２０の
上で一定方向に転がせば、金属円筒４３０の進行方向に従ってレジン コーティング層４
２０は線形格子形状４２１を有する。製造者は線形格子形状４２１に紫外線を照射させる
ことによって線形格子形状４２１を硬化させる。これによって、レジン４２０によるマス
ター型枠４２１が製造される。
【００９９】
　金属円筒４３０の外周面に線形格子形状４３１を形成する方法は多様に決定されること
ができるところ、例えばプラズマ食刻のような方法が適用されることができる。
【０１００】
　図１５に示すように、製造者は完成されたマスター型枠４２１上にポリビニール アル
コール（ｐｏｌｙｖｉｎｙｌ　ａｌｃｈｏｌ、ＰＶＡ）層４５０をコーティングする。Ｐ
ＶＡは酢酸ビニール重合体を原料でして、酢酢基を水酸基に変更することによって製造さ
れる物質であり、水酸基を含むので水溶性の性質を有する。すなわち、ＰＶＡは水に洗浄
することによって除去されることができる。
【０１０１】
　製造者はＰＶＡ層４５０上に接着剤４６０を塗布し、キャリア４７０をその上に積層さ
せる。ここで、キャリア４７０は材質が限定されない平坦なプレートを含む。
【０１０２】
　接着剤４６０によりＰＶＡ層４５０がキャリア４７０に接着されれば、製造者はＰＶＡ
層４５０をマスター形４２１から分離させることによってＰＶＡ形４５０を製造する。
【０１０３】
　図１６に示すように、製造者は分離したＰＶＡ層４５０が上を、キャリア４７０が下に
向かうようにする。また、製造者はＰＶＡ層４５０の上にフォトレジスト（ｐｈｏｔｏｒ
ｅｓｉｓｔ）層４８０をコーティングする。これによって、線形格子形成のための２次型
枠が形成される。
【０１０４】
　図１７に示すように、製造者はグラス５００の上に既設定された格子用物質、例えば金
属層５１０および誘電体層５２０を順次的にコーティングする。ここで、グラス５００は
ディスプレイパネル１００の上部基板１１０または下部基板１２０である。このような状
態で、前述した図１６に示すような２次型枠を図１７に図示された誘電体層５２０上に積
層させる。
【０１０５】
　本実施形態で格子用物質は金属層５１０および誘電体層５２０を全部含むが、設計方式
にしたがって金属層５１０および誘電体層５２０の中でいずれか一つだけを含むこともで
きる。
【０１０６】
　図１８に示すように、製造者は既に製造した２次型枠（図１６参照）を誘電体層５２０
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上に積層させる。この時、製造者はフォトレジスト層４８０が誘電体層５２０の真上に積
層されるようにする。すなわち、製造者は２次型枠（図１６参照）を覆して誘電体層５２
０の上に置く。
【０１０７】
　この時、製造者はキャリア４７０（図１６参照）を除去してＰＶＡ層４５０が一番上部
に置かれるようにする。
【０１０８】
　製造者は水洗浄によってＰＶＡ層４５０を除去する。ＰＶＡは水溶性であるので、水洗
浄によってＰＶＡ層４５０はフォトレジスト層４８０から容易に除去される。
【０１０９】
　図１９に示すように、製造者はフォトレジスト層４８０が最上層に積層された状態でエ
ッチング（ｅｔｃｈｉｎｇ）６００を行う。エッチング方法は酸素またはアルゴンガスに
よるドライエッチングを含む多様なエッチング方式が適用されることができる。
【０１１０】
　フォトレジスト層４８０は相対的に厚さの厚い領域４８１と厚さの薄い領域４８２が交
代で配置され、エッチング６００によって厚さの薄い領域４８２に対応する誘電体層５２
０および金属層５１０が侵食される。反面、厚さの厚い領域４８１ではフォトレジスト層
４８０による侵食の遅延によって誘電体層５２０に対する侵食を防止することができる。
【０１１１】
　図２０に示すように、製造者はエッチングが完了すれば残っているフォトレジスト層４
８０を除去し、これによってグラス５００上に金属層５１０および誘電体層５２０による
線形格子が完成される。
【０１１２】
　このような過程によって、大型画面の線形格子構造を適用することにおいて、線形格子
の間にピッチの不均一が発生するシーム ライン（ｓｅａｍ　ｌｉｎｅ）のない線形格子
を製造することができる。
【０１１３】
　以下、本発明の実施形態によるディスプレイ装置９００の構成に対して図２１を参照し
て説明する。図２１は本実施形態によるディスプレイ装置９００の構成ブロック図である
。図２１に示すように、ディスプレイ装置９００は映像信号を受信する信号受信部９１０
と、信号受信部９１０に受信される映像信号を既設定された映像処理プロセスにしたがっ
て処理する信号処理部９２０と、信号処理部９２０により処理される映像信号に対応して
駆動信号を出力するパネル駆動部９３０と、パネル駆動部９３０からの駆動信号によって
映像信号に基づく映像を表示するディスプレイパネル９４０と、信号処理部９２０により
処理される映像信号に対応してディスプレイパネル９４０に光を供給するバックライトユ
ニット９５０と、を含む。
【０１１４】
　本実施形態のディスプレイ装置９００はＴＶ、モニター、携帯用メディア プレーヤー
、モバイル フォンなど、映像を表示可能な多様な方式の装置で具現されることができる
。
【０１１５】
　信号受信部９１０は映像信号／映像データを受信して信号処理部９２０に伝達する。信
号受信部９１０は受信する映像信号の規格およびディスプレイ装置９００の具現形態に対
応して多様な方式で設けられることができる。例えば、信号受信部９１０は放送局（図示
せず）から送出されるＲＦ（ｒａｄｉｏ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ）信号を無線で受信したり
、コンポジット（ｃｏｍｐｏｓｉｔｅ）ビデオ、コンポーネント（ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ）
ビデオ、スーパービデオ（ｓｕｐｅｒ　ｖｉｄｅｏ）、ＳＣＡＲＴ、ＨＤＭＩ（ｈｉｇｈ
　ｄｅｆｉｎｉｔｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ　ｉｎｔｅｒｆａｃｅ（登録商標））、
ディスプレイポート（ＤｉｓｐｌａｙＰｏｒｔ）、ＵＤＩ（ｕｎｉｆｉｅｄ　ｄｉｓｐｌ
ａｙ　ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）、またはワイヤレス（ｗｉｒｅｌｅｓｓ）ＨＤ規格などによ
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る場合、この放送信号をチャンネル別にチューニングするチューナー（ｔｕｎｅｒ）を含
む。または信号受信部９１０はネットワークを通じてサーバー（図示せず）から映像デー
タパケットを受信することもできる。
【０１１６】
　信号処理部９２０は信号受信部９１０に受信される映像信号に対して多様な映像処理プ
ロセスを行う。信号処理部９２０はこのようなプロセスを行う映像信号をパネル駆動部９
３０に出力することによって、ディスプレイパネル９４０に該当映像信号に基づく映像が
表示されるようにする。
【０１１７】
　信号処理部９２０が行う映像処理プロセスの種類は限定されず、例えば映像データの映
像フォーマットに対応するデコーディング（ｄｅｃｏｄｉｎｇ）、インターレース（ｉｎ
ｔｅｒｌａｃｅ）方式の映像信号をプログレッシブ（ｐｒｏｇｒｅｓｓｉｖｅ）方式で変
換するディ－インタレーシング（ｄｅ－ｉｎｔｅｒｌａｃｉｎｇ）、映像信号を既設定さ
れた解像度で調整するスケーリング（ｓｃａｌｉｎｇ）、映像画質改善のためのノイズ減
少（ｎｏｉｓｅ　ｒｅｄｕｃｔｉｏｎ）、ディテール強化（ｄｅｔａｉｌ　ｅｎｈａｎｃ
ｅｍｅｎｔ）、フレームリフレッシュ
レート（ｆｒａｍｅ　ｒｅｆｒｅｓｈ　ｒａｔｅ）変換等を含むことができる。 
　信号処理部９２０はこのような色々な機能を統合させたＳＯＣ（ｓｙｓｔｅｍ―ｏｎ―
ｃｈｉｐ）、またはこのような各プロセスを独自に行うことができる個別的な構成が印刷
回路基板上に装着されることによって映像処理ボード（図示せず）で具現されてディスプ
レイ装置９００に内装される。
【０１１８】
　パネル駆動部９３０、ディスプレイパネル９４０、バックライトユニット９５０の構成
は前述した実施形態での構成と実質的に同じ構成であるので前述した実施形態の説明を応
用できるところ、パネル駆動部９３０、ディスプレイパネル９４０、バックライトユニッ
ト９５０に対しては詳しい説明を省略する。
【０１１９】
　前述した実施形態は例示的なものに過ぎず、当該技術分野の通常の知識を有する者なら
ば多様な変形および均等な他実施形態が可能である。したがって、本発明の技術的な保護
範囲は下記の特許請求の範囲に記載された発明の技術的思想によって定められる。
【符号の説明】
【０１２０】
１　　　ディスプレイ装置
３０、　１００　ディスプレイパネル
５０　　バックライトユニット
１１０　上部基板
１２０　下部基板
１３０　液晶層
１４０　下部偏光層
１５０　上部偏光層
１６０　カラーフィルター層
１７０　反射光抑制層
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解决的问题：提供一种显示面板和显示装置，其具有简单的结构并且最
小化光效率的降低。 根据本发明示例性实施例的提供有来自背光单元的
光的显示面板包括上基板；下基板，被布置为面对上基板；以及上基板
和下基板之间的空间。 液晶层形成在下基板的一侧板表面上，下偏振层
使来自背光源单元的光偏振并过滤。 过滤偏振光的上偏振层；形成在下
基板和上基板中的任一个上并过滤光的滤色器层，从而发出多种预设颜
色的光。 并且下偏振层，上偏振层和滤色器层均包括线性光栅。 [选择
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